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2026年 3月期第 2四半期（中間期）累計期間連結業績予想値と実績値との 
差異に関するお知らせ 

 

当社が2025年5月13日に公表しました連結業績予想値について、2026年3月期第2四半期（中間期）

累計期間の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

Ⅰ. 2026年 3月期第 2四半期（中間期）累計期間 連結業績予想値と実績値との差異について 

（１）2026年3月期第 2四半期（中間期）累計期間 連結業績予想値と実績値との差異 

（2025年4月１日～2025年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,232,000 

百万円 

16,000 

百万円 

17,000 

百万円 

10,900 

円 銭 

151.25 

実績値（Ｂ） 
1,219,440 16,958 18,032 16,241 228.09 

増減額（Ｂ－Ａ） 
▲12,560 958 1,032 5,341  

増減率（％） 
▲1.0 6.0 6.1 49.0  

【ご参考】前期中間実績 

（2025年3月期第2四半期) 1,197,323 17,101 17,009 20,278 

 

191.98 

   

（２）差異の理由 

当第2四半期（中間期）累計期間の売上高については、抗悪性腫瘍剤の市場拡大やスペシャリテ

ィ医薬品等の新薬が寄与したことなどにより、概ね予想通りに推移いたしました。 

営業利益、経常利益については、2024 年４月に改訂された流通改善ガイドラインへの取り組み 

および、物流委託費をはじめ、医薬品流通に係る様々なコストが高ぶれする状況下においても、  

引き続き販管費の見直しと抑制に取り組んだことにより、それぞれ予想を上回ることとなりました。 

親会社株主に帰属する中間純利益については、2025年10月15日に「特別利益（投資有価証券売

却益）の計上に関するお知らせ」にて適時開示いたしました通り、2025年5月13日開示｢2026年3

月期連結業績予想｣に織り込み済の政策保有株式の見直し・縮減について前倒しで実施し、特別利益

を計上したことにより、予想を上回ることとなりました。 

なお、2026 年3月期通期連結業績予想につきましては、据え置くこととしております。  

 

  ※ 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績等は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

                                           以 上 


